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Ⅰ． 環境経営方針

環境経営方針

① ＣＯ2削減の為、エネルギーの効率的使用に努めます。

② 関連法案を遵守します。

③ 廃棄物の削減を図ります。

④ 節水を心がけます。

⑤ 化学物質はそれぞれの法に則って適正使用管理します。

⑥ 環境負荷削減の為に社内全体の効率的運用を考えて行動します。

⑦ 工場敷地内の環境の緑化を維持します。

久保田鋳工株式会社　

代表取締役社長　

Ⅱ． 事業活動概要
組織図

《行動指針》

《基本理念》

銑鉄鋳物製造業として技術・品質の向上維持と省資源・

省エネルギー化による環境負荷低減の両立を図ります。

顧客への技術提案と市場への安定供給を継続するとともに
持続可能な循環型社会の実現を目指します。

2020年1月10日
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最高責任者

代表取締役社長

環境管理責任者エコアクション21

事務局

エコアクション21

推進委員会

製造部 経理・総務

製造部門実務

役職名 氏名 役割
代表取締役社長 久保田　潤二 全体の統括　担当の選出・任命

方針の作成
環境管理責任者 久保田　潤二 経営資源の合理的・効果的運用を図る
（社長） 会長への情報提供
EA21推進委員 久保田　潤二 エコアクション２１の啓蒙活動の推進

久保田　恵子
環境目標の設定、環境活動計画内容の
作成・承認・実行･確認。
各文書のデータ収集・作成・管理。

EA21事務局 久保田　恵子
環境目標の設定、環境活動計画内容の
作成・承認・実行･確認。

（環境委員） 久保田　恵子 各文書のデータ収集・作成・管理。
久保田　潤二 社外対応窓口



Ⅱ． 事業活動概要
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事業所名 久保田鋳工株式会社

代表者
代表取締役社長　久保田潤二
（2020年1月に代表者変更を行いました。）

所在地
群馬県前橋市粕川町深津1880-1
（代表者変更と合わせて本社を伊勢崎市から前橋市へ変更いたしました）

電話番号 027-285-3838

FAX 027-285-3162

Ｅ－ｍａｉｌ kubotachuukou1962＠ｇｍａｉｌ.com　又は　kubochuu@basil.ocn.ne.jp

ＵＲＬ
ホームページ　https://kubochuu.co.jp/
Facebook　https://ja-jp.facebook.com/kubochuu/

資本金 1000万円

従業員 18人　（2021年9月末現在　）

認証・登録の対象活動範囲 銑鉄鋳物製造業　全組織、全活動

関連会社 なし

創業 昭和37年10月（1962年）伊勢崎市にて創業

事業所概要 銑鉄鋳物製造業

敷地・建物面積 敷地約4000坪　工場面積625坪

主要製品 自動車部品・産業機械部品他　（50gから30ｋｇまで対応可能）

主要生産部品 ｴｷｿﾞｽﾄﾊﾟｲﾌﾟ　オイルポンプ・プーリー・ギヤシフトドラム　他

年商・決算 ２億8千万円（R2年９月決算時）

事業規模 生産量　150～200トン/月　　過去最大月産300ｔ/月

主要取引先 株式会社山田製作所　富士機械株式会社　澤藤電機株式会社

順不同 秩父富士株式会社　株式会社藤生製作所

森川産業株式会社　株式会社双和製作所　他数社

主要仕入先 高澤産業株式会社　株式会社小林資源　株式会社トウチュウ

順不同 稲垣鋳物材料株式会社　大豊商事株式会社　他数社

取引金融機関 足利銀行伊勢崎支店　群馬銀行大胡支店　日本政策公庫前橋支店

環境管理責任者 代表取締役　久保田潤二

事務局担当者・連絡先 総務部　久保田恵子

認証・登録日 2007年12月13日

主要設備
熱風キュポラ　空冷式　2ｔ/ｈ　2基
熱風キュポラ　乾式集塵装置一式

自動造型機2基　　自動ライン　2ライン　　発光分析器1台

オシレートコンベア（大気汚染防止法対象　特定施設）あり

砂処理装置　一式　クーリングドラム　一式　ショットブラスト　2基　他



Ⅳ．　　環境経営目標　と　活動実績

環境目標とその実績及び中長期目標

購入電力：東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰの2021年度調整後CO２排出係数=0.451kg-CO2/kwh　

環境目的 基準実績

項目
2022年度

目標 目標値 実績 達成状況
2年後(2024年）

の目標
3年後(2025年）

の目標

3500.40

ｋｇ/１００
万円

3465.4 2749.0

2021年実績 ｋｇ/１００万円
ｋｇ/１００
万円

〇目標達成

3867.48 -28.92%

一般（ｋｇ） 1964.16 1380 〇目標達成

1984 一般（ｋｇ） 一般（ｋｇ） -30.44%

2021年実績 ×目標未達成

1366 1.02%

産業廃棄
物（ｔ）

428.2839 412.5 〇目標達成

432.61
産業廃棄物

（ｔ）
産業廃棄
物（ｔ）

-4.66%

2021年実績 〇目標達成

461.94632 -10.71%

3114 3082.86 2609 〇目標達成

ｍ3 ｍ3 ｍ3 -16.22%

2021年実績 ×目標未達成

2592 0.66%

各使用量把握
済み

・例年と同
様

・不良対策
型更新なしの

ため

として 今年度は無し

方案変更

昨年に引き続き原材料が上がり、単価値上げ交渉を行っている。同じ売上重量でも

単価が上がっているので、売上100万円あたりで計算すると効率的生産になっている。

コークスを通常より大粒を使うことで燃焼効率を上げ、購入量を減らすことができた。

★二酸化炭素排出総量 1,061,475 ：kg-CO2

★一般廃棄物排出総量 89,808 ｋｇ

★産業廃棄物排出総量 4,137,233 ｋｇ

-21.47%

売上１００
万円当り
二酸化炭
素排出量
の削減

2022年実
績に対して
1％削減

〇目標達成
2022年実績に対
して2％削減

マンガン・
クロム・バ
リウム・ア
ンチモン

№

使用量の
把握・管理・　届

け出

社内の効率的運
用

社内の効率的
運用

4

1

2

廃棄物の
削減

2022年実
績に対して
1％削減

5

自らが生
産・販売・
提供する
製品及び
サービス

数値目標
設定なし

社内の効
率的運用

1件以上の改
善対策を行う

取り扱い
化学物質
４点

マンガン…
２０人以下の
為ＰＲＴＲ法届
け出対象外

使用量の
把握・管理・
届け出

化学物質
数値目標
設定なし

使用量の
把握・管
理・　届け

出

数値目標設定
なし

2022年実績に対
して2％削減

2022年実績に対
して2％削減

2022年実績に
対して3％削減2022年実

績に対して
1％削減

今年度（2023年度） 中長期目標

2022年実績に
対して3％削減

2022年実績に
対して3％削減

3
水道料の
削減

2022年実
績に対して
1％削減

2022年実績に対
して2％削減

2022年実績に
対して3％削減
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環境活動計画とその取り組み及び達成状況の評価

今年度の環境経営計画とその取り組み実施状況

・今年は夏季が暑く長かったため、トラック等のアイドリングストップをすると

　熱中症の危険もあったため、実施をお願いしなかった。

・一部業者よりパレットのビニール梱包の依頼があったが、ゴミが増えるため

　弊社としては対応しないなど相談中事案あり。
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環境目的

項目 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1.　コンプレッサーの点検実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2.　節電活動の推進（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理ｼｽﾃﾑの活
用） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3.　ｺｰｸｽ使用量の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4.　アイドリングストップの推進 ● ● ● ◯ ◯ ◯

1.　一般廃棄物の分別項目追加・推進 ● ● ● ● ● 〇

2　産業廃棄物の分別・推進 ○ ● ● ● ● ●

3.　古紙の再生利用（裏紙利用） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1.漏水チェック ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2.Ⅱ型自動機冷却水の再利用の推進・拡大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3.Ⅳ型自動機の冷却水の検討・調査 ● ● ● ● ● ●

４.節水活動の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1取り扱いルールの見直し ● ● ●

2　〃　　　ルールの策定 ● ●

3　〃　　　ルールの教育 ●

4　〃　　　ルールの周知 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1　トリベにフタを設置し、断熱・保温する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2　包装の簡易化 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3　歩留率の改善・向上・不良率の改善 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4　不良率の低減・生産性の向上 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ◯

〇…計画　●…計画実施済み

4 化学物質

使用量の
把握・管
理・　届け

出

5

自らが生
産・販売・
提供する
製品及び
サービス

社内の効
率的運用

3
水道料の
削減

2020年実
績に対して
1％削減

2
廃棄物の
削減

2020年実
績に対して
1％削減

1

売上１００
万円当り
二酸化炭
素排出量
の削減

2020年実
績に対して
1％削減

№
今年度
の目標

管理項目
実施事項

月別実行計画及び進捗管理



環境経営計画の達成状況の評価

その他の活動

★教育社内教育を実施、図や写真などを用いて説明を増やした。立ち入り禁止区域や手を

入れてはいけない場所には、物理的に柵を作成し設置した。　図解・写真付きの資料でも

理解できない社員には、実際に見本の行動を見せている。

受注の落ち込み時期に、社員で雑草除去・雑木伐採等を行った。

一部敷地をコンクリートにするなどして、除草作業しやすい環境に徐々に変更中。

★緑
化
活動
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環境目的 担当部署

項目

1.　コンプレッサーの点検実施 現場業務

2.　節電活動の推進（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理ｼｽﾃﾑの活
用） ＥＡ２１委員

3.　ｺｰｸｽ使用量の把握 ＥＡ２１委員

4.　アイドリングストップの推進 ＥＡ２１委員

1.　一般廃棄物の分別項目追加・推進 ＥＡ２１委員

2　産業廃棄物の分別・推進 現場業務

3.　古紙の再生利用（裏紙利用） 事務所

1.漏水チェック ＥＡ２１委員

2.Ⅱ型自動機冷却水の再利用の推進・拡大 ＥＡ２１委員

3.Ⅳ型自動機の冷却水の検討・調査 ＥＡ２１委員

４.節水活動の推進 ＥＡ２１委員

1取り扱いルールの見直し ＥＡ２１委員

2　〃　　　ルールの策定 ＥＡ２１委員

3　〃　　　ルールの教育 ＥＡ２１委員

4　〃　　　ルールの周知 ＥＡ２１委員

1　トリベにフタを設置し、断熱・保温する 現場業務

2　包装の簡易化 現場業務

3　歩留率の改善・向上・不良率の改善 現場業務

4　不良率の低減・生産性の向上 現場業務

化学物質

昨年度は、マンガン以外の化学物質について
は、購入した在庫が残っていたため、通常年度よ
り購入量は減っている。またその化学物質を添付
する必要がある品番の受注が落ち込んでおりそ
の影響もあり、購入ゼロの物もある。

材料費・経費が値上がりしその対応に追われて
現在も交渉中。昨年度は生産量が多かったが値
上がりが反映されなかったため、売上あたりの排
出量が多かった。今年度になり、やっと各社値上
げに応じてもらえるようになり、生産量は昨年より
下がっているが、単価が上がっているため大幅な
削減結果になった。コークスの燃焼による温度上
昇が一時期不安定になり、対策として今までより
大粒のコークスを使用することになった。生産量
は5％落ちているが、コークス使用量は12％落ち
ているため効果が大きいこと今回わかった。次年
度以降も、大粒コークスの利用をけていく予定と
する。

№
管理項目
実施事項

達成状況の評価と次年度への取り組み

5

自らが生産・
販売・提供す
る製品及び
サービス

1.2に関しては継続中。
3社内的には、作業効率改善のための対策を数
回行った。
4に関しては、昨年同様方案変更などに向いた品
番と型の更新のタイミングは合わず、行わなかっ
た。型よりも湯（溶けた鉄）の状態の調整に時間
を取った。

1

売上１００万
円当り二酸化
炭素排出量
の削減

2
廃棄物の削
減

産業廃棄物は、業者都合での回収のため年度に
よる差が大きいが今年度はあまり差が無かった。
一般廃棄物は、倉庫の整理などで昨年度は一時
的に大量のごみが出たが、今年度は平年的な排
出量になった。分別の掲示が劣化したり、無く
なっている場所があった。分別の指導や掲示物
の更新等を次年度目標にする。

3
水道料の削
減

昨年度も暑くなるのが早かったが、今年度は5月
頃から暑くなってしまい、秋もなかなか涼しくなら
ず機械冷却のため、水道の使用量が多かった。
しかし蛇口の開き具合の調整が良かったのか減
少することができた。次年度以降は、冷却水の再
利用のタンク等が劣化してきているので、更新や
設置をもっと増やすなど再利用を考えて実行した
い。

4



Ⅵ．　環境関連法規制の遵守状況

状況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守
今年度は届出

対象外
遵守

今年度は２０人
以下の為

届出対象外

遵守

遵守

環境法規制等一覧表及びそれらの遵守状況を確認した結果、

環境関連法規への違反はありません。

なお，関係当局より違反等の指摘は,過去３年間ありません

Ⅶ 経営者による全体の評価と見直し

熔解に使うコークスの質が低下しており、燃焼時の熱量が足りず製品の不良率

が高くなっていた為、対策として粒径が大きいコークスを購入して使用してい

た。

大きいコークスは若干割高だが、熱量が確保され不良率が改善されたこと、ま

たコークスの使用量も減らす事ができ利益改善の効果が出た為、今後も使用を

継続する。

経験の浅い作業者や、技能実習生に説明する為の鋳造知識や注意点等の掲示物

の作成があまり進まなかった。

知識や認識のギャップを埋められるよう、紙ベースでなくより分かりやすい動

画資料の作成や、それらを使用した社内勉強会の開催も検討して進めていきた

い。

騒音防止法
特定施設の届出済み

騒音は基準値内

振動防止法
特定施設の届出済み

騒音は基準値内

廃棄物処理法

契約書の更新
マニフェストの管理

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付状況報告

多量廃棄物排出者の届出
（1000トン以上の実績と計画）

フロン排出抑制法 業務用エアコン・ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ簡易点検

ＰＲＴＲ法
第1種指定化学物質（マンガン）の届出

化学物質の使用量

消防法
自動火災警報装置代替設置として非常警報設

備の設置済み

法令 基準

大気汚染防止法
特定工場（コンベア1500mm幅）届出済み

ばい煙濃度は基準値内

一般粉じん発生施設の届出済み
公害防止管理者(認定講習）取得
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